
1 

          

 

2015年 7月 28日 

各 位 

一般社団法人ナレッジキャピタル 

ダイキン工業株式会社 

梅花女子大学 

 

 

 

「ナレッジキャピタル」で生まれた企業と大学のコラボレーション 

大学院生制作、環境を考える紙芝居を上演 
‐むかしなつかし！紙芝居～♪-『ひえひえ大作戦』 

日   時 ：【プレス発表】2015年 8月 10日 （月） 13:30～14:00（報道受付 13：00～） 

        【イベント】  2015年 8月 10日 （月） ①14:00～ ②15:00～ 
開催場所 ： グランフロント大阪北館 4F ダイキンソリューションプラザ「フーハ大阪」 

 

一般社団法人ナレッジキャピタル（代表理事：宮原 秀夫）と、ナレッジキャ

ピタルで参画・活動しているダイキン工業株式会社 (代表取締役社長：十河 

政則)ならびに、梅花女子大学(学長：長澤 修一)は、子ども向け紙芝居上演

イベント「-むかしなつかし！紙芝居～♪-『ひえひえ大作戦』」を開催します。 

 

「-むかしなつかし！紙芝居～♪-『ひえひえ大作戦』」は、子どもたちに環

境の大切さを伝えたいというダイキン工業の思いと、絵本製作を学ぶ学生に

とって実践の場になると考える梅花女子大学の思いとが合致し、実現したコ

ラボレーション企画です。 

空気や熱、環境をテーマとした紙芝居を、梅花女子大学大学院の学生が制作し、読み聞かせの弁士には、ナレッジキャピタ

ル「The Lab. みんなで世界一研究所」のスタッフが採用されました。 

また、紙芝居の中では、ダイキン工業の人気キャラクター「ぴちょんくん」も登場し、子どもたちが親しみやすい内容となって

います。 

 

本イベントは、第 1回目の 8 月 10 日（月）を皮切りに、今後も継続して開催する予定です（9月 12日、10月 10日、11月 3

日を予定）。また、制作された紙芝居は製本し、社会福祉施設や図書館などに寄贈することも検討しています。 

 今回のイベントをきっかけに、ダイキン工業および梅花女子大学は、産学連携協定を締結し、今後さまざまなコラボレーショ

ンイベントを推進・深化させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

■ナレッジキャピタルについて 

一般社団法人ナレッジキャピタル（担当：稗方、奥村）  電話：06-6372-6427／FAX：06-6359-2970／URL：http://kc-i.jp/  

■本イベントについて 

ダイキン工業株式会社(担当：野田)  電話：06-6373-4348／FAX：06－6373-4330 

■紙芝居制作について 

梅花女子大学（担当：藤原、木村） 電話：072-643-6343／FAX：072-643-6277／ＵＲＬ：http://www.baika.ac.jp/ 
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【紙芝居上演イベント概要 】 

タ イ ト ル： むかしなつかし！紙芝居～♪-『ひえひえ大作戦』 

日 時： 2015年 8月 10日（月） 1回目：14:00～ / 2回目：15:00～  ※各回約 15分 

会 場： グランフロント大阪北館 4F ダイキンソリューションプラザ「フーハ大阪」 イベントスペース 

入 場 料： 無料 

弁   士： 梅木 麻衣さん（ナレッジキャピタル「The Lab. みんなで世界一研究所」スタッフ） 

※紙芝居作品『ひえひえ大作戦』 について 

作   者： きど まやさん （梅花女子大学大学院 文学研究科 児童文学専攻 2年生）  

あらすじ： 家でひとりお留守番をしているだいちゃん。エアコンの温度をピピピピーッと下げ、『ひえひえ大作戦』で涼んで 

いると、「だめだめだめー！！」という声が聞こえきて・・・。 

電気（資源）の無駄遣いが、温暖化につながること。そして温暖化が地球にとってどんな影響があるのかを、「ぴち

ょんくん」がだいちゃんにわかりやすく伝えます。資源の大切さに気付いただいちゃんは、地球を守るために再び

『ひえひえ大作戦』を開始します。 

 

■‐むかしなつかし！紙芝居～♪-『ひえひえ大作戦』のイベント開催にあたり 

ダイキン工業株式会社 フーハ大阪 阿部マネージャー コメント 

「フーハ大阪」では、これまでも空気や熱の不思議に触れられる実験や体験など、スタッフ手作りで子ども向けイベントを企画し、普段意識

することのない空気に興味を持ってもらえる場を提供してきました。より子どもの視点に近く、温かみのあるイベントを開催していきたいとの

思いから、ナレッジキャピタル「The Lab.」.に参画されている梅花女子大学様とのコラボレーションが実現しました。 

梅花女子大学の子ども学科で学ばれている学生の感性で、空気や熱、環境について子どもに伝わる作品が出来上がったのではないかと感

じています。また大人の方にも、懐かしさを感じながら子どもと一緒に楽しんでいただけます。今回の紙芝居を第一弾とし、今後さらにさまざ

まなイベントを梅花女子大学さまと企画・開催し、新たな価値を創造していきます。 

 

梅花女子大学 藤原企画部長 コメント 

ダイキン工業様から、オリジナル紙芝居制作のお話しをいただき、まずはテーマとして、環境保全、快適さ(心地よさ)の提供、“空気”と

“熱”、そして「ぴちょんくん」をキーワードとしていただきました。そのテーマを踏まえ、学生が自由に紙芝居のストーリーや画面構成を考え、

絵コンテを作成。最終的には 4作品の絵コンテが提出されました。ダイキン工業のご担当者の前で、紙芝居形式で絵コンテを発表、その後さ

らに社内でも検討いただいた結果、「ひえひえ大作戦」が今回のコラボ紙芝居の作品に選ばれました。 

 


